
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名： 鈴木 克宗

事業名 一般国道１６２号 阿納尻～田烏バイパス 事業 一般国道 事業 福井県
あ の じ り たがらす

区分 主体

起終点 自：福井県小浜市阿納尻 延長
おばま

至：福井県小浜市田烏 ５．４km

事業概要

一般国道１６２号は京都府京都市を起点とし、福井県小浜市から若狭湾沿岸部を経由し、敦賀市に至る

延長約１２６ｋｍの主要な幹線道路であるほか、嶺南地域間の交流と連携の強化を図り、広域観光ネット

ワークを形成する重要な路線である。

阿納尻～田烏バイパスは、幅員狭小、線形不良の未改良区間を解消し、安全で円滑な交通の確保と若狭

湾国定公園内の観光振興など地域産業・経済の活性化の支援を目的とした延長５．４ｋｍの２車線道路で

ある。

Ｈ３年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ３年度用地着手 Ｈ４年度工事着手

（Ｈ－年度変更）

全体事業費 約１３６億円 事業進捗率 ８０％ 供用済延長 ３．８km

計画交通量 ３，８００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １．２ ２８/１６５億円 ６０/２００億円 平成１７年(事業全体)

２７/１６４億円 走行時間短縮便益：５５/１８５億円事 業 費：

１/ １億円 走行費用減少便益： ５/ １４億円(残事業) ２．１ 維持管理費：

交通事故減少便益： ０/ １億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C=1.9(交通量-10) B/C=2.3(交通量+10)

事業費変動 ：B/C=1.9(交通量-10) B/C=2.4(交通量+10)

事業の効果等

・地域ネットワークの構築（大型車すれ違い困難箇所が解消される ）。

・個性ある地域の形成（若狭湾周辺観光地へのアクセス向上）

・災害への備え（緊急輸送道路ネットワーク計画に位置づけ（一次 ） 他１０項目に該当）

関係する地方公共団体等の意見

国道１６２号は、若狭湾沿岸集落の唯一の生活道路であり、漁港からの水産物の輸送や若狭湾国定公園

内の広域観光ネットワークを形成する重要な道路である。小浜市首長で構成される国道１６２号阿納、田

烏間道路改良促進期成同盟会より早期整備の要望（平成１７年７月）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

現在までの供用区間は事業効果が得られているが、残区間では大型車のすれ違いが困難な状況である。

事業の進捗状況、残事業の内容等

現在までに約３．８kmを部分供用している。残る田烏地区の約１．６km区間について、バイパス工事を

進めている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

海岸部の急峻な地形から工事の進入路が限られ、土質が悪く法面対策や橋梁、トンネル工事等の施工に

時間を要したが、残る区間については、平成２１年度には全線供用する予定である。

施設の構造や工法の変更等

建設発生残土を近隣の他公共事業に流用する等コスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


